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 元日から好天に恵まれ、初日の出と富士山を心引き締まる思いで望

み、二日の夜は、美しく輝くスーパームーンを見ることができました。

日天、月天という自然のリズムと共に爽やかに新年の出発をすること

ができました。ちなみに、スーパームーンとは、天文学の正式な用語

ではなく占星術で使われている言葉だそうなので、ニュース等で使わ

れる定義がまちまちであるようです。ウェザーニュースなどでは、そ

の年に最も大きく見える満月、つまり月が地球に一番近くなる満月の

ことをスーパームーンと言っているようです。 

 

 さて、「一年の計は元旦にあり」と申します。今年一年の目標を決

めることと、目標に向かって挑戦することが大切です。米国の精神科

医エリック・バーンは、『自己理解の深化』を通して『対人関係や現実の問題の改善』を行うという心理学の交流分析

を提唱しています。今までの自分や過去という『変えられないもの』に執着するのではなく、これからの自分や未来

という『変えられるもの』に向き合うことで自分を成長させることができると言うのです。つまり、自己理解を伴っ

た目標設定をするということは、自分の人生を未来志向でとらえることになり、さらには目標に向かって挑戦すると

いうこと自体が自身の現実の問題を解決への方向へと向かうことになるのだそうです。 

 思想家、倫理学者で武道家でもある内田樹氏が「若い頃は『自分には才能がありませんから』『力はございませんか

ら・・』等、謙遜を美徳としがちな日本人が言いそうな台詞を言っていたが、教える立場になった時、それは禁句であ

ることが分かった。」と言っています。氏の同門に昔、いくら勧められても初段の審査を受けない人がいたそうです。

『自分にはまだ黒帯の実力がないと。』そのうち後輩にもどんどん抜かれ、不思議なことに、１０年以上稽古しても、

さっぱり彼の技能は進歩しなかったそうです。自分の力はここまでと無意識に決めてしまい伸びる目を自ら摘んでし

まったということなのです。  

 『力がありません』という表白は、結果が首尾良くいかなかった時のための予防線でしかないのです。この、心の

隅に残った恐れの命が、成長を妨げるのです。『自分はやればできるんだ』という言葉もありますが、これも時に

は、やらないことへの言い訳であり臆病の表れとも言えます。挑戦するということは、臆病な自己を乗り越えること

に尽きるということです。 

 

 昨年１０月に「横浜教育ビジョン 2030」素案が示されました。今後「横浜市教育振興基本計画」が策定され新指導

要領の全面実施とともに、上菅田小学校と笹山小学校の統合後の上菅田笹の丘小学校の教育目標を設定することにな

っていきます。今年は、保護者・地域の皆様には学校運営協議会を通してご意見を伺いながら統合への様々な準備を

していくことになります。ご支援ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます 

校 長   縣  利一 

 
 

 

2018 年最大の満月（左）と最小の満月

（右） 

１月 2日     7 月 28 日    

（国立天文台ホームページより） 

上菅田小は保土ケ谷区制 

９０周年をお祝いします

   

 

平成３０年１月９日 

横浜市立上菅田小学校 

学校だより １月号 

 

横浜市では給食が始められた日を記念して、

各学校で給食週間を設定し、食物や食に携わ

る人々に感謝の気持ちをもったり、よりよい

食生活について考えたりします。また、２５

日には給食委員会による集会を計画してい

ます。 

 

 

 

保護者、児童、教職員の相談を受け付けます。

お気軽に担任か児童支援専任の成瀬までお

申し込みください。原静カウンセラーが担当

いたします。 

１月 ９日（火） ８：４５～１２：１０ 

１月２３日（火） ８：４５～１２：１０ 

 

生活：礼儀正しくしましょう 

（自分から進んであいさつしましょう） 

給食：感謝の気持ちをこめて食事をしましょう 

保健：うがいや手洗いをしっかりして 

   かぜを防ぎましょう 

 

１月の生活目標 

 

１月１５日（月）～２７日（土）まで「校内

書き初め展」として、各教室前に書き初め

を掲示しています。２７日の土曜参観のと

きには、ぜひ一人ひとりの力作をご覧くだ

さい。詳細は配付されるプリントをご覧く

ださい。鑑賞時間は、午前９時より午後３

時までです。 

 

 

１月１７日（水）は保土ケ谷区一斉授業

研究会があるため短縮４校時１３：００

下校です。 

 

留守番電話の設定は１９時以降を目安にして

おりましたが、今までは職員が退出するまで

は設定しておりませんでした。１月からは教

職員の勤務状況見直しのため、１９時に設定

をするようにいたします。ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

給食週間（２２日～２７日） 

 

スクールカウンセラー来校日 

 

書き初め展・土曜参観 

保土ケ谷区一斉授業研究会 

勤務時間外の留守番電話設定について 

 



 

 

 

 

１２月２日（土）に第３回学校運営協議会が行われました。今回

は「社会に開かれたカリキュラム」ということで新学習指導要領の

もと、来年度より先行して全面実施となる特別活動と総合的な学習

の時間のカリキュラムについて説明させていただきました。新学習

指導要領ではどの教科領域においても、育成することを目指す資

質・能力は学習した結果育まれるものではなく、学習の過程におい

て育まれるものであることが強調されています。カリキュラムを編

成する上でこのことをしっかりと考え、これからカリキュラムを編

成していきたいと思います。 

また、土曜参観ということで、３時間目の様子を委員の皆様に参観

していただき、授業から感じられる成果と課題について協議が行われました。協議では「同じ題材の授業でも、先生

によってアプローチの仕方が違う」「1年生がしっかりと先生の話を聞いている姿や並んでいる姿、器具等を譲り合っ

て使っている姿を見て、入学してからの数カ月で成長した姿を見ることができてよかった。」「後期の目標の掲示物を

見ると、勉強のことはもちろんだが友達とのこと、地域のことなど自分の思いをしっかりと表現できていた。一方で

ひらがなが多いのが気になる。」等の内容が話し合われました。第４回の学校運営協議会は、２月２１日（水）に行い

ます。今後も学校、家庭、地域が連携して、上菅田小学校の教育活動のより一層の充実を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 １１月１７日(金)に西公会堂において、保土ケ谷区児童音楽会が開かれました。上菅田小学校からは代表で３年２

組の皆さんが出演しました。この日のために、一生懸命練習を積み重ねてきました。当日の朝には全校集会で、他の

学年や保護者の皆様にも披露しました。本番は心を一つにしてすばらしいリコーダー奏と歌声を発表することができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 

１  本日の協議会の流れ 

２  授業参観（3校時） 

３  会長挨拶 

４  学校長挨拶 

５  授業を参観しての意見交流 

６  社会に開かれたカリキュラムについて 

７  質疑応答 

今回の協議会内容 

３年生 区児童音楽会 

青空のもと、新井小学校、笹山小学校、上菅田小学校の３校の５年生で区球技交流会を行いました。

球技交流会当日だけでなく、球技交流会に向けての練習でも声をかけ合ったり、チームで作戦を練ったりと、一生

懸命な取り組みが見られました。当日は全力でのプレーもさることながら、仲間の応援も一生懸命することができま

した。これを機に同じ地域で暮らす仲間として交流を深めていきたいと思います。

2日間天候に恵まれ、元気いっぱい楽しい思い出を作ることができました。１日目はレインボープラザでの藍染

め・手織り体験をしたり、愛川ふれあいの村で村内ウォークラリーをしたりしました。夜のキャンプファイヤーは心

を一つにして盛り上がりました。２日目は友達と協力して野外炊事を行いました。おいしいカレーライスをつくって、

大満足でした。「楽しくハピスマ愛川 ホップ・ステップ・ジャンプ」のスローガンを達成しようと、計画や準備、

しおり作りなど、子どもたちが協力して行い、当日もリーダーシップをとって楽しく過ごすことができ、大きく成長

できた宿泊体験学習でした。

ステップ ジャンプ
ホップ


